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「
わ
が
国
の
平
均
寿
命
は
男
性
が

七
ニ
・
六
九
オ
、
女
性
が
七
七
・
九

五
オ
で
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
ほ
ぼ
同

列
で
世
界
の
最
高
水
準
に
な
り
ま
し

た
。
今
後
と
も
平
均
寿
命
は
延
び
る

可
能
性
が
あ
り
、
急
速
に
高
齢
化
社

会
へ
進
む
だ
ろ
う
。
」

五
三
年
版
白
書
は
「
健
康
な
老
後

を
考
え
る
」
と
い
う
副
題
つ
き
で
、

老
人
問
題
を
考
え
る
素
材
を
提
供
し

て
い
ま
す
。

ー
驚
異
的
な
平
均
寿
命
の
延
ぴ
ー

『

最
近
五
年
間
の
わ
が
国
の
平
均
寿

命
の
伸
長
速
度
を
み
る
と
、
年
平
均

で
男
性
が
0
•
四
四
年
、
女
性
で
O

•
四
0
年
の
伸
び
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
驚
異
的
な
平
均
寿
命

／
 

、(．、

建
な
後
信
心
の
準
嘩
雲
口
ら
□．．

ー

康

老

ぞ，；

五
三
年
版
厚
生
白
書

'
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の
延
び
は
、
国
民
全
体
の
衛
生
に
対
立
た
れ
た
後
、
長
い
老
後
生
活
を
送

す
る
意
識
が
高
ま
り
、
医
学
技
術
が
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

急
速
に
進
歩
し
た
こ
と
が
、
い
ち
ば
こ
れ
と
関
連
し
て
親
子
の
同
居
問

ん

の

要

因

で

し

ょ

う

。

題

が

あ

り

ま

す

が

、

白

書

は

、

こ

れ

乳
幼
児
死
亡
が
著
し
く
低
下
し
た
ま
で
の
高
い
同
居
率
を
続
け
て
い
く

こ
と
に
加
え
て
抗
生
物
質
が
大
き
な
の
は
難
し
い
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

役
割
を
果
た
し
、
結
核
な
ど
の
伝
染
「
長
い
人
生
」
は
若
い
者
に
も
無

性
疾
患
に
よ
る
死
亡
率
が
、
グ
ー
ン
縁
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

と
減
っ
た
こ
と
が
大
き
な
原
因
で
す
。
白
書
は
「
人
生
の
時
間
配
分
」
を

ー

老

齢

人

口

検

討

し

な

お

す

必

要

が

あ

る

と

し

て

五

0
年
後
は
ニ
・
六
倍
に
ー
い
ま
す
。

わ
が
国
の
老
齢
人
口
（
六
五
才
以
こ
れ
か
ら
は
、
従
来
の
よ
う
に
、

上
）
は
、
現
在
約
九
六

0
万
人
で
、

今
後
は
急
速
に
増
加
し
、
昭
和
一
〇

0
年
に
は
二
五

0
0万
人
を
超
え
る

と
予
想
さ
れ
ま
す
。

総
人
口
に
占
め
る
割
合
も
一
八
％

に
達
し
、
現
在
の
二
倍
以
上
と
い
う

こ
と
で
、
文
字
通
り
の
高
齢
化
社
会

を
迎
え
る
わ
け
で
す
。

寿
命
が
延
び
る
こ
と
は
、
だ
れ
も

が
願
う
こ
と
な
の
で
す
が
、
そ
れ
だ

け
に
多
く
の
人
が
長
い
人
生
を
歩
む

よ
う
に
な
る
と
、
い
ろ
い
ろ
な
問
題

が
生
ま
れ
て
く
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

国
民
全
体
に
と
っ
て
、
今
後
の
最

も
重
要
な
テ
ー
マ
の
ひ
と
つ
と
い
え

る
で
し
ょ
う
。

ー
新
し
い
人
生
設
計
を
ー

・

家
庭
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
み
る

女
性
の
平
均
寿
命
が
長
い
上
に
、

男
性
に
比
べ
結
婚
年
令
が
早
い
こ
と

か
ら
、
女
性
の
ほ
と
ん
ど
は
夫
に
先

人
生
を
学
習
（
若
年
）
、
労
働
（
中

年
）
、
余
暇
（
老
後
）
と
単
純
に
三

段
階
に
分
け
て
考
え
る
の
で
は
不
十

分
な
の
で
す
。

新
し
い
ラ
イ
フ
・
サ
イ
ク
ル
に
あ

っ
た
人
生
設
計
を
若
い
時
か
ら
考
え

て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ー
社
会
保
障
は

老
若
間
の
合
意
で
1

社
会
保
障
制
度
に
つ
い
て
は
、
年

金
、
医
療
保
険
を
中
心
に
現
在
の
水

準
を
維
持
し
て
ゆ
く
こ
と
を
前
提
と

し
、
負
担
が
増
え
る
分
に
つ
い
て
は
、

「
老
若
間
の
理
解
に
た
っ
た
国
民
的

合
意
を
得
る
努
力
が
必
要
」
で
あ
る

と
提
言
し
て
い
ま
す
。

人
生
の
総
仕
上
げ
は
老
人
ワ
ラ
フ
で

六
月
四
日
、
役
場
で
、
肱
川
町
老

人
ク
ラ
プ
連
合
会
総
会
が
開
か
れ
、

次
の
よ
う
な
重
点
目
標
で
充
実
し
た

活
動
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

m老
人
の
家
（
創
作
館
）
を
拠
点
と

し
た
活
動
の
基
盤
づ
く
り
。

り
健
康
づ
く
り
活
動
、
回
研
修
‘

肱川町年齢別人口

S.54.5.31現在

創作活動、いふれあい活動。

③単位老人クラブ活動への援助。

③老人クラブ運動会の質的充実。

④活動に参加出来ない仲間への

友愛活動。

⑥指導者研修会活動の充実。

年齢別 男 女 計

0 ~ 5 170 146 316 7 8%  

6 ~ 12 218 192 410 I 19,1 % 

13-18 197 171 368 I 

19-60 1,059 1,075 2,134 52 5% 

61~65 104 143 247、
66~70 94 105 199 

71~75 64 88 152 

76~80 67 74 141 >20.6% 

81-85 33 35 68 

86~90 10 15 25 
l 

91-95 

゜
2 2 

96~ 

゜
I lノ

計 2,016 2,047 4,063 

一
集
音
マ
イ
ク
＿

0

「
通
学
す
る
幼
稚
園
児
や
小
中
学

生
に
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
を
教
え
、

又
、
幼
い
生
命
を
車
か
ら
守
っ
て
下

さ
い
。
」
と
子
供
を
も
っ
た
若
い
お

父
さ
ん
七
人
に
『
交
通
指
導
員
』
の

委
嘱
を
し
ま
し
た
。
（
％
交
通
指
導

員
会
）

0
が
い
な
こ
と
金
か
け
て
、
が
い
な

こ
と
歩
役
か
け
て
、
田
畑
を
い
た
め

て
作
っ
た
道
じ
ゃ
け
ん
、
大
事
に
し

よ
う
ぜ
。
（
％
全
町
一
斉
に
道
路
愛

護
デ
ー
）

0
新
し
い
顔
が
五
つ
、
い
さ
さ
か
緊

張
し
た
面
も
ち
で
の
初
仕
事
は
議
長

選
挙
を
初
め
と
す
る
議
会
人
事
と
予

算
等
の
専
決
処
分
を
承
認
す
る
こ
と

で
し
た
。
（
％
初
議
会
）

〇
案
内
は
蝶
に
ま
か
せ
た
遊
歩
道
ー

ー
良
子
ー
|
‘
北
は
今
治
、
南
は
城

辺
ま
で
巾
広
く
四
十
二
名
の
出
席
者

と
十
一
名
の
投
句
者
、
作
品
は
四
百

十
四
点
の
多
く
を
数
え
、
風
流
と
風

刺
を
込
め
て
盛
会
で
し
た
。
（
％
第

八
回
鹿
野
川
つ
A

じ
ま
つ
り
川
柳
大

会）0
「
三
十
七
年
の
消
防
生
活
、
卓
越
し

た
指
揮
能
力
、
今
日
の
肱
川
消
防
の

礎
を
築
い
た
あ
な
た
は
真
の
消
防
人

で
す
。
叙
勲
お
め
で
と
う
」
数
々
の

祝
辞
を
受
け
、
豪
快
な
氏
も
い
さ
さ

か
感
慨
深
い
面
も
ち
で
し
た
。
(
%

中
居
喜
代
光
氏
勲
六
等
単
光
旭
日
章

受
章
祝
賀
会
ー

公
民
館
~
）
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四
月
二
十
九
日
の
春
の
叙
勲
に
、

元
肱
川
町
消
防
団
副
団
長
、
中
居
喜

代
光
氏
・
五
八
オ
が
選
ば
れ
、
勲
六

等
単
光
旭
日
章
の
栄
に
浴
さ
れ
ま
し

た
o・中
居
氏
は
、
五
月
十
日
に
御
夫
婦

で
上
京
さ
れ
、
千
代
田
区
公
会
堂
で

の
伝
達
式
に
臨
ま
れ
、
勲
章
を
受
け

ら
れ
引
き
続
き
皇
居
で
天
皇
陛
下
に

拝
謁
、
永
年
の
功
労
に
対
し
、
ね
ぎ

ら
い
と
激
励
の
言
葉
を
受
け
ら
れ
ま

し
た
。こ
れ
は
、
昭
和
十
一
年
当
時
宇
和

川
村
の
消
防
組
消
防
手
を
拝
命
し
て

以
来
、
昭
和
四
十
八
年
三
月
ま
で
の

三
十
七
年
間
の
消
防
人
と
し
て
活
躍

さ
れ
た
功
労
に
よ
る
も
の
で
、
町
民

の
叙
勲
は
昨
年
の
和
田
保
健
婦
に
つ

い
で
八
人
目
で
、
消
防
人
と
し
て
は

故
山
内
副
平
元
消
防
団
長
に
つ
い
で

二
人
目
で
す
。

中
居
喜
代
光
氏
は
、
昭
和
十
一
年

一
月
、
宇
和
川
村
消
防
組
消
防
手
拝

命
、
同
二
十
四
年
四
月
班
長
、
同
二

-`f-

消
防
功
労
者
と
し
て

中
居
喜
代
光
氏
に
春
の
叙
勲

勲
六
等
単
光
旭
日
章

十
九
年
四
月
分
団
長
を
歴
任
、
同
三

十
二
年
四
月
に
は
若
干
三
十
七
歳
に

し
て
副
団
長
に
就
任
、
昭
和
四
十
八

年
三
月
退
団
す
る
ま
で
の
間
、
よ
く

団
長
を
補
佐
し
、
一
般
家
庭
に
対
し

て
防
火
思
想
の
普
及
、
団
員
に
対
し

て
は
訓
練
に
よ
る
消
防
精
神
の
涵
養

に
心
掛
け
、
規
律
厳
正
、
卓
越
し
た

消
防
精
神
を
有
す
る
今
日
の
肱
川
消

防
の
礎
を
築
く
原
動
力
と
な
ら
れ
ま

し
た
。又
、
こ
の
間
、
昭
和
二
十
五
年
堀

小
学
校
火
災
、
同
二
十
七
年
の
正
山

火
災
（
六
棟
全
焼
）
に
は
班
長
と
し

て
、
又
同
三
十
七
年
の
大
屋
敷
大
火

（
十
六
棟
全
焼
）
に
は
副
団
長
と
し

て
出
動
、
幹
部
と
し
て
よ
く
団
長
を

補
佐
し
て
団
員
の
統
卒
を
図
り
延
焼

を
最
小
限
に
食
い
止
め
た
功
績
は
大

と
い
え
ま
し
ょ
う
。

今
回
の
叙
勲
は
、
氏
の
こ
う
し
た

功
績
が
認
め
ら
れ
た
と
い
え
ま
し
ょ

五
月
二
十
六
日
に
は
、
肱
川
町
公

民
館
に
お
い
て
、
大
野
町
長
、
山
内

消
防
団
長
の
発
起
に
よ
り
、
香
川
前

消
防
団
長
（
森
林
組
合
長
）
を
は
じ

め
、
消
防
団
役
員
町
議
会
議
員
、
農

協
役
員
、
団
体
長
、
地
元
有
志
等
の

方
々
約
七
十
名
で
、
叙
勲
祝
賀
会
が

催
さ
れ
、
そ
の
感
激
と
喜
び
を
分
か

ち
あ
い
ま
し
た
r

中
居
喜
代
光
氏
の
今
後
増
々
の
御

健
闘
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。
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ド
ラ
イ
バ
ー
の
み
な
さ
ん
、

「
S

D
カ
ー
ド
」
と
い
う
の
を
ご
存
じ
で

セ
ー
7

K

'

-

7
イ
バ
ー

す
か
。「
S
D
」
と
は
、
S
a
f
e
D
r
i
v
e
r
 

の
頭
文
字
を
と
っ
た
も

の
で
、
安
全
運
転
者
と

い
う
意
味
で
す
が
、
公

り
の
機
関
に
よ
る
”
無
事

含11111:1 
の
故
・
無
違
反
運
転
の
証

明
II

と
し
て
、
い
ま
優

ょ
9

、1

ゞ
良
ド
ラ
イ
バ
ー
の
間
で

ド

ー
ー
ノ
広
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

ヵ

ィ

こ

の

S
D
カ
ー
ド
は
、

D

ラ
国
家
公
安
委
員
会
の
認

S

ド
可
法
人
自
動
車
安
全
運

転
セ
ン
タ
ー
が
申
し
込

良
み
に
応
じ
て
、
一
年
以

優
上
の
無
事
故
・
無
違
反

運
転
者
に
交
付
す
る
も

の
で
す
。

こ
れ
は
、

S
D
カ
ー
ド
が
一
人
で

も
多
く
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
手
に
わ
た

り
、
安
全
運
転
者
と
し
て
の
誇
り
と

自
覚
を
も
っ
て
模
範
的
な
運
転
を
続

｀ 灯i あなたは昭和51年 2月'
| 
昭和54年 3 月31日 , v —~ -
無事故無違反であることを証明します。 1 

2 日

一胴

／
 

け
て
4
ぃら
う
の
が
ね
ら
い
で
、
併
せ

て
交
通
事
故
や
違
反
の
防
止
に
役
立

て
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

S
D
カ
ー
ド
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

自
動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー
に

「無

事
故
・
無
違
反
証
明
書
」
ま
た
は
、

「運
転
記
録
証
明
書
」
の
交
付
を
申

ん
込
ん
で
下
さ
い
。

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
免
許
証
番
号

を
も
と
に
警
察
庁
保
管
の
資
料
に
よ

っ
て
交
通
違
反
や
事
故
、
免
許
停
止

な
ど
の
行
政
処
分
の
記
録
を
調
べ
、

過
去
一
年
間
無
事
故
・
無
違
反
で
あ

れ
ば
証
明
書
と
と
も
に

S
D
カ
ー
ド

を
交
付
し
ま
す
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
証
明
書
は
、
就

職
の
際
に
履
歴
書
に
添
え
る
な
ど
、

運
転
経
歴
の
証
明
に
使
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

、
証
明
書
の
申
し
込
み
手
数
料
は
一

通
六

0
0円
で
す
。

申
し
込
み
用
紙
は
、
警
察
署
、
駐

在
所
に
備
え
て
お
り
ま
す
。

車
か
ら
離
れ
る
時
は

カ
ギ
を
か
け
て
お
き

ま
し
ょ
う

油

断

大

敵
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最
近
結
核
に
か
か
る
人
は
、
中
高

年
齢
層
に
多
く
、
県
の
統
計
に
よ
る

と
、
昭
和
五
一
年
の
結
核
新
登
録
者

数
は
一
四
八

0
人
あ
り
、
そ
の
う
ち

四

0
オ
以
上
が
七
三
・
六
％
を
占
め

て
い
ま
す
。

結
核
患
者
の
発
生
率
は
著
し
く
低

下
し
ま
し
た
が
、
一
度
か
か
れ
ば

長
期
の
療
養
を
必
要
と
す
る
病
気
で

す。
良
い
薬
が
で
き
た
と
い
っ
て
も
、

ま
だ
ま
だ
油
断
は
大
敵
で
す
。

初
期
に
は
症
状
を
感
じ
な
い
人
で

も
、
本
人
が
気
が
つ
か
な
い
う
ち
に

発
病
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

一
五
オ
以
上
の
方
は
、
年
に
一
回

検
診
を
受
け
る
よ
う
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

毎
年
検
診
を
受
け
て
、
早
期
発
見

に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
脳
卒
中
、
ガ
ン
、
心
臓
病

な
ど
の
成
人
病
に
よ
る
死
亡
は
、
近

年
県
民
死
亡
順
位
の
高
位
を
占
め
、

そ
の
死
亡
総
数
に
対
す
る
割
合
は
上

昇
の
一
途
を
た
ど
る
側
向
に
あ
り
ま

す。
こ
れ
ら
の
病
気
は
、
社
会
に
お
い

て
も
家
庭
に
お
い
て
も
、
中
核
を
な

す
年
齢
層
に
多
く
発
生
す
る
こ
と
か

ら
、
そ
の
社
会
的
、
経
済
的
影
響
は

大
き
く
、
成
人
病
予
防
に
対
す
る
正

し
い
知
識
を
も
ち
、
あ
わ
せ
て
成
人

病
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
に
つ
と

め
ま
し
ょ
う
。

肱
川
町
で
は
、
第
一
次
結
核
検
診

第

次
結
核
検
診
終
る

一、

゜

r' 

四
0
九
人
が
受
診

と
成
人
・
老
人
病
検
診
を
五
月
に
各

地
区
で
行
い
ま
し
た
が
、
受
診
率
は

六
一
・
三
％
で
、
一
、
四

0
九
人
の

方
が
受
診
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
検
診
を
受
け
て
い
な
い
方

は
、
次
に
よ
り
第
二
次
検
診
が
行
わ

れ
ま
す
の
で
必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

0

成
人
・
老
人
病
検
診
（
中
央
・

大
谷
地
区
）

八
月

第
二
次
結
核
検
診

―
二
月
＼
一
月

現
代
っ
子
は
足
長
で
早
熱

伸
び
感
り
は
＿
一

文
部
省
が
行
っ
た
昭
和
五
三
年
度

の
学
校
保
健
調
査
に
よ
る
と
、
現
代

っ
子
は
発
育
が
早
く
、
身
長
が
い
ち

ば
ん
伸
び
る
時
期
は
男
子
が
―
ニ
ー

一
三
オ
で
八
セ
ン
チ
近
く
も
伸
び
、

二

0
年
前
の
子
ど
も
た
ち
に
比
べ
て

伸
び
盛
り
の
。
ヒ
ー
ク
は
ニ
オ
も
早
ま

っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

し
か
も
身
長
、
体
重
と
も
、
二

0

年
前
の
子
ど
も
と
比
べ
る
と
、
低
い

年
齢
で
の
発
育
量
が
多
く
、
「
早
熟

の
傾
向
が
出
て
は
い
る
も
の
の
、
胸

囲
、
座
高
は
横
バ
イ
」
で
、
子
ど
も

た
ち
の
「
足
長
」
傾
向
も
明
ら
か
と

な
っ
て
い
ま
す
。

戦
前
の
日
本
人
の
典
型
的
な
体
つ

き
は
胴
長
、
短
足
、
ガ
ニ
マ
タ
と
い

わ
れ
て
い
ま
し
た
。

ー
オ
ー
一
三
才

人
間
の
体
と
経
済
成
長
が
ど
の
よ

う
な
関
係
に
な
る
か
は
わ
か
り
ま
せ

ん
が
、
子
ど
も
た
ち
の
体
型
の
変
化

は
生
活
様
式
や
食
生
活
が
変
わ
っ
た

こ
と
に
影
響
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
確

か
な
よ
う
で
す
。

子
ど
も
た
ち
の
身
長
・
体
重
な
ど

の
体
格
は
、
年
ご
と
に
伸
び
続
け
、

中
学
二
年
生
(
-
三
オ
）
の
男
の
子

の
平
均
は
、
身
長
一
五
六
・
八
セ
ン

チ
で
、
五
年
前
に
比
べ
て
約
一
セ
ン

チ
、
二

0
年
前
に
比
べ
る
と
九
・
七

セ
ン
チ
も
伸
び
て
い
ま
す
。

し
か
し
背
の
高
さ
や
体
重
が
ふ
え

た
割
に
は
、
胸
囲
や
座
高
は
そ
れ
ほ

ど
変
わ
ら
ず
、
ヒ
ョ
ロ
リ
と
し
た
「
足

長
」
の
傾
向
が
続
い
て
い
る
よ
う
で

す。

む
し
ろ
、
胸
囲
の
伸
び
よ
り
も
胴
回

り
の
伸
び
の
方
が
大
き
く
、
小
中
学

生
や
高
校
生
は
「
ず
ん
ど
う
化
」
が

進
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
も
、
別
の

調
査
で
あ
ら
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
既
製
服
の
サ
イ
ズ
の
呼

び
方
を
統
一
す
る
た
め
に
通
産
省
が

行
う
調
査
の
予
備
調
査
で
明
ら
か
に

な
っ
た
も
の
で
す
。

同
じ
中
学
二
年
生
の
場
合
を
と
っ

て
み
る
と
、
胸
囲
と
腰
回
り
の
伸
び

は
一

0
年
前
に
比
べ
て
、
そ
れ
ぞ
れ

三
•
四
セ
ン
チ
な
の
に
胴

回
り
は
五

・
八
セ
ン
チ
も
伸
び
て
い
ま
す
。

し
か
も
、
腰
回
り
は
ど
の
年
齢
で

も
ほ
と
ん
ど
変
化
が
み
ら
れ
ず
、
ず

ん
胴
化
が
い
っ
そ
う
進
ん
で
い
る
と

い
う
も
の
で
す
。

体
は
大
き
く
な
っ
て
い
る
が
、
中

学
生
の
三
人
に
一
人
、
高
校
生
で
は

二
人
に
一
人
が
近
眼
で
あ
り
、

虫
歯

は
ひ
ど
い
し
、
朝
礼
で
倒
れ
る
よ
う

な
耐
久
力
の
な
い
子
が
ふ
え
、
「
背

柱
側
わ
ん
症
」
と
い
う
背
骨
が
曲
が

る
奇
病
も
増
え
て
い
る
し
、
扁
平
足

も
増
え
て
い
る
と
い
っ
た
こ
と
で
、

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活
と
運
動

な
ど
、
子
供
の
健
康
に
つ
い
て
真
険

に
考
え
る
べ
き
と
き
が
き
て
い
る
よ

う
で
す
。

―
一
口
医
学
―

歯
そ
う
の
う
漏
の

早
期
発
見

歯
そ
れ
自
身
の
病
気
の
代
表
が
ム

シ
歯
な
ら
、
歯
を
支
え
て
い
る
組
識
の

病
気
の
代
表
が
歯
そ
う
の
う
漏
で
、

ム
シ
歯
と
と
も
に
歯
科
の
二
大
疾
患

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

と
く
に
、
中
年
以
後
の
人
に
圧
倒

的
に
多
く
、
は
じ
め
の
う
ち
は
、
痛

み
の
よ
う
な
自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど

な
い
た
め
、
気
が
つ
い
た
と
き
に
は

歯
が
、
ガ
タ
ガ
タ
に
な
っ
て
い
て
、

抜
い
て
し
ま
う
よ
り
ほ
か
に
方
法
が

な
く
な
っ
て
い
る
例
が
た
い
へ
ん
多

い
の
で
す
。

歯
ぐ
き
が
む
づ
が
ゆ
い
、
朝
起
き

た
と
き
口
が
粘
る
よ
う
な
不
決
感
が

あ
る
、
歯
ブ
ラ
シ
を
使
っ
た
り
、
リ

ン
ゴ
を
か
じ
っ
た
り
し
た
と
き
に
血

が
出
る
、
か
た
い
も
の
が
か
み
に
く

ぃ
…
…
な
ど
の
症
状
が
あ
っ
た
ら
、

早
く
信
頼
の
お
け
る
歯
科
医
に
処
龍

し
て
も
ら
う
と
同
時
に
、
ど
こ
に
欠

陥
が
あ
る
か
を
見
つ
け
る
こ
と
も
大

事
で
す
o.

よ
く
合
っ
て
い
な
い
充
て
ん
物
や

金
属
冠
、
義
歯
な
ど
は
な
い
か
、
ま

た
糖
尿
病
や
肝
機
能
の
低
下
、
栄
養

失
調
な
ど
が
原
因
に
な
っ
て
い
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

早
期
発
見
と
い
っ
て
も
、
素
人
に

わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
は
も
う
ほ
ん

と
う
の
早
期
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

年
に
一
、
二
回
、
定
期
的
に
歯
の
健

康
診
断
を
受
け
る
事
が
理
想
で
す
。
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農薬中毒事故一覧表

項目 散布中 自他殺 その他 計

年 中毒 死亡 中毒 死亡 中毒 死亡 中毒 死亡

49 

゜゚ ゜
8 

゜゚ ゜
8 

50 

゜゚
1 ， 
゜゚

1 ， 
51 6. 1 

゜
i 2 1 2 7 15 

52 2 

゜
2 18 

゜
1 4 19 

,.53 

゜゚
3 13 

゜
4 3 17 

昭和5~度農薬中毒薬剤別発生表

農薬は、農産物の品質の保持、

改善、生産性の安定向上に大き

く貢献しましたが、反面、その

もたらす危害は、使用者のみに

とどまらず、取扱方法によって

は、不測の事態を引き起したり

さらに環境汚染、食品残留とな

って私達の健康に悪影響を与え

ることも考えられます。

そこで、農薬を多く使用する

六月を農薬危害防止月間として、

農薬による危害の防止を期する

ことにしています。

農薬を取り扱う時は、次のこ

とに注意して、農薬事故の起き

ないようにいたしましょう。

県
媛
愛

種 別 薬 剤 ‘ 名 発生件数

スミチオ ン乳剤（薔） 4 
I に・ エカチン乳剤（劇） 1 ，`．． 

エスト ックス乳剤（劇） 1 
●, 

エ ルサン乳剤（劇） 1 .. 

有機りん剤
ペスタン乳剤（劇） 1 

スプラサイド乳剤（劇） 1 

ジメトエート乳剤（劇） 1 

ダイア ジノン乳剤（劇） 1 

D.D.V.P 乳剤（劇） 1 

E. P. N 乳剤（毒） 1 

その他
グラモキ ソ ン（毒） 6 

不 明 1 

計 20 

〇
農
薬
を
使
う
時
は
、
容
器
の
表

示
事
項
を
よ
く
守
る
。

〇
農
薬
を
散
布
す
る
と
き
は
、
ゴ

ム
手
袋
、
マ
ス
ク
を
し
て
服
装
を

整
え
る
。

0

体
調
の
悪
い
時
は
散
布
を
行
わ

な
い
。
も
し
散
布
中
や
散
布
後
体

調
に
異
常
が
あ
れ
ば
、
す
ぐ
医
師

の
診
断
を
受
け
る
。

〇
農
薬
は
、
子
ど
も
の
手
の
と
ど

く
と
こ
ろ
や
、
食
べ
物
の
そ
ば
ヘ

置
か
な
い
。

〇
使
い
残
り
の
農
薬
を
、
ジ
ュ

ー
ス

や
コ

ー
ラ
の
ビ
ン
等
に
入
れ
た
り
、

農
薬
を
不
注
意
に
す
て
た
り
し
な

ヽ
~
3し

...',．‘ •••
•• 
ン,’'

忍”.....-憂

水
が
恋
し
く
な
る
六
月
。

毎
年
こ
の
こ
ろ
に
な
る
と
、
悲
惨

な
子
供
の
水
の
事
故
が
目
立

っ
て
増

え
ま
す
。

水
の
事
故
は
、

一
年
中
起
き
て
い

る
の
で
す
が
、
と
く
に
六
ー
八
月
が

多
く
、
昨
年
は
五
七
六
人
の
子
供
（
中

学
生
以
下
）
が
尊
い
命
を
落
と
し
て

い
ま
す
。

こ
れ
は
、
同
じ
六
ー
八
月
の
子
供

の
交
通
事
故
死
亡
者
四
一
四
人
を
一

二
六
人
も
上
回
っ
て
お
り
、
い
か
に

”
水
の
犠
牲
者
“
が
多
い
か
を
物
語

っ
て
い
ま
す
。

子
供
た
ち
の
水
の
事
故
は
、
ほ
ん

の
ち
ょ
っ
と
し
た
ス
キ
に
起
こ
り
ま

す。
例
え
ば
、
親
が
立
ち
話
に
夢
中
に

な
っ
て
い
る
間
に
、
防
火
用
水
に
は

ま
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
ケ
ー
ス
も

あ
り
ま
す
。

と
く
に
、
幼
児
の
場
合
は
自
分
で

”
危
険
＂
か
ど
う
か
判
断
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
保
護
者
は
子
供
の
身
に
な

っ
て
、
安
全
を
考
え
て
あ
げ
て
く
だ

さ
い
。

•• 
“
 
t
-

子
供
を
水
の
事
故
か
ら
守
る
た
め

に
、
保
護
者
は
次
の
よ
う
な
点
に
注

意
し
ま
し
よ
う
。

▽
子
供
た
ち
だ
け
で
、
水
遊
び
に

行
か
な
い
よ
う
に
ふ
だ
ん
か
ら
注

意
す
る
。

プ
ー
ル
以
外
で
は
水
泳
を
さ
せ

な
い
。

▽
イ
カ
ダ
遊
び
や
、
危
険
な
水
辺

で
遊
ん
で
い
る
子
を
見
か
け
た
ら

声
を
か
け
、
安
全
な
場
所
で
遊
ぶ

よ
う
注
意
す
る
。

▽
家
の
近
く
に
池
や
用
水
池
、
堀

な
ど
が
あ
っ
て
、

サ
ク
と
か
フ
タ

が
な
く
危
険
な
状
態
の
ま
ま
放
置

さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
所
有
者
に

申
し
入
れ
て
早
く
処
置
し
て
も
ら

゜
ニフ
▽
雨
の
後
な
ど
川
や
用
水
が
増
水

し
て
い
る
と
き
は
、
子
供
を
近
づ

け
な
い
よ
う
特
に
注
意
す
る
。

つ
ゆ
ど
き
の

交
通
事
故
を
な
く
そ
う

つ
ゆ
ど
き
は
、

他
の
時
期
に
く
ら

愛媛県

性
質
を
知
り
正
し
く
利
用

六
月
は
農
薬
危
害
防
止
月
間

子供の水の犠牲者

交通事故の1.4倍

/ 

，
 
‘、
`
 

べ
て
湿
度
が
高
い
た
め
、
気
分
的
に

も
イ
ラ
イ
ラ
し
や
す
く
、
運
転
者
や

歩
行
者
の
安
全
意
識
も
う
す
れ
が
ち

で
す
。ま
た
、
雨
の
た
め
見
通
し
が
わ
る

か
っ
た
り
、
路
面
が
滑
り
や
す
く
な

る
こ
と
な
ど
か
ら
交
通
事
故
が
数
多

く
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
雨
の
日
の
よ
う
に
道
路
の

状
況
が
悪
い
日
は
車
を
運
転
す
る
人

は
、
歩
行
者
に
対
し
て
常
に
細
心
の

注
意
を
は
ら
い
ま
し
ょ
う
。

雨
が
降
っ
て
い
る
と
き
は
ワ
イ
パ

ー
を
使

っ
て
も
そ
の
動
く
範
囲
が
限

ら
れ
て
い
る
た
め
、
晴
れ
の
日
よ
り

も
視
界
が
狭
く
、
前
方
の
見
通
し
が

悪
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
車
内
と
車
外
の
温
度
差
で

窓
ガ
ラ
ス
が
曇
り
や
す
く
な
り
ま
す

か
ら
、
外
気
を
入
れ
る
な
り
曇
り
止

め
を
塗
る
な
り
、
い
っ
た
ん
車
を
停

め
て
ふ
き
と
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

そ
れ
と
、
雨
の
日
は
と
く
に
ス
ピ

ー
ド
は
控
え
め
に
車
間
路
離
は
十
分

と
り
、
前
方
の
道
路
や
交
通
の
状
況

を
正
し
く
判
断
し
て
エ
ン
ジ
ン
・
ブ

レ
ー
キ
を
効
果
的
に
つ
か
っ
て
早
め

に
滅
速
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

交
差
点
な
ど
で
停
止
す
る
と
き
も

決
し
て
急
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
ず
、
早

め
に
ブ
レ
ー
キ
を
踏
ん
で
確
実
に
停

止
し
ま
し
ょ
う
。

歩
行
者
も
雨
の
日
は
遠
く
か
ら
で

も
識
別
し
や
す
い
、
で
き
る
だ
け
よ

く
見
え
る
明
る
い
色
の
雨
具
を
使
う

こ
と
、
ま
た
左
右
の
安
全
を
た
し
か

め
て
か
ら
横
断
す
る
よ
う
に
し
ま
し

ょ
r

つ。

． 
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梅
雨
期
は
、
集
中
桑
雨
な
ど
に
よ

る
大
雨
被
害
の
発
生
し
や
す
い
シ
ー

ズ
ン
で
す
。

納
税
者
が
、
風
水
害
や
火
災
、
地

震
な
ど
に
よ
っ
て
大
き
な
被
害
を
受

け
た
と
き
は
、
所
得
税
が
軽
減
さ
れ

た
り
免
除
さ
れ
る
な
ど
の
救
済
措
置

が
も
う
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ー
雑
損
控
除
に
よ
る
方
法
ー

災
害
に
よ
っ
て
住
宅
や
家
財
な
ど

に
損
害
を
受
け
、
そ
の
損
害
額
が
、

年
間
所
得
の
一

0
％
を
超
え
る
と
き

は
、
そ
の
超
え
る
金
額
が
所
得
金
額

か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

ー
災
害
滅
免
法
に
よ
る
方
法
—
’

災
害
に
よ
っ
て
住
宅
や
家
財
な
ど

に
損
害
を
受
け
、
そ
の
損
害
額
が
住

宅
や
家
財
の
価
額
の
二
分
の
一
以
上

で
、
し
か
も
、
そ
の
年
の
所
得
金
額

が
四

0
0万
円
以
下
の
場
合
に
は
、

次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

①
年
間
所
得
が
二

0
0万
円
以
下

の
と
き
は
、
所
得
税
の
全
額
が
免

除
さ
れ
ま
す
。

②
年
間
所
得
が
二

0
0万
円
を
超

え
三

0
0万
円
以
下
の
と
き
は
、

所
得
税
の
二
分
の
一
が
軽
減
さ
れ

ま
す
。

③
年
間
所
得
が
三

0
0万
円
を
超

え
四

0
0万
円
以
下
の
と
き
は
、

所
得
税
の
四
分
の
一
が
軽
減
さ
れ

ま
す
。手
続
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、
税

務
所
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

毎
月
五
日
は

”
家
庭
の
日
“

毎
日
が
楽
し
い
家
庭
で
あ
る
よ
う

に
ね
が
っ
て
も
、
い
つ
も
忙
し
い
仕

事
に
追
わ
れ
、
と
も
す
れ
ば
家
庭
で

の
人
間
的
接
触
が
う
す
れ
が
ち
で
す
。

そ
こ
で
肱
川
町
で
は
、
家
族
み
ん

な
が
温
か
く
心
の
触
れ
あ
う
機
会
を

持
ち
、
明
る
＜
楽
し
い
家
庭
づ
く
り

を
す
る
日
と
し
て
、
毎
月
五
日
を
「
家

庭
の
日
」
と
し
て
い
ま
す
。

い
つ
に
な
っ
て
も
忘
れ
な
い
、
な

つ
か
し
い
「
家
庭
の
味
」

「
心
の
ふ

る
さ
と
」
を
つ
く
る
日
、
そ
れ
が
「
家

庭
の
日
」
で
す
。

「
家
庭
の
日
」
に
は
、
家
族
み
ん

な
が
楽
し
み
、
話
し
合
う
機
会
を
も

っ
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

そ
し
て
、
す
べ
て
の
家
庭
が
こ
の

日
を
き
っ
か
け
と
‘
9
‘̂

、
毎
日
が
「
家

災
害
を
受
け
た
と
き
は

税
の
滅
免
手
続
を

庭
の
日
」
に
な
る
よ
う
つ
と
め
ま
し

ょ
う
。自
分
の
家
庭
に
あ
っ
た
方
法
で
、

「
家
庭
の
日
」
を
す
ご
す
よ
う
み
ん

な
で
く
ふ
う
し
ま
し
ょ
う
。

広
報
肱
川
も
、
昨
年
―
一
月
か
ら

B
四
版
八
ペ

ー
ジ
に
型
を
変
え
て
発

行
し
て
お
り
ま
す
が
、
型
の
変
更
に

伴
な
い
、
以
前
配
布
し
て
お
り
ま
し

た
木
製
の
広
報
つ
づ
り
が
合
わ
な
く

な
り
、
ま
た
年
数
も
た
ち
ま
し
た
の

で
、
こ
の
程
新
し
く
広
報
つ
づ
り
を

作
成
し
て
全
戸
へ
配
布
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
は
、
広
報
が
二
年
分
と
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
そ
の
後
は

別
に
と
じ
て
保
存
し
て
、
広
報
紙
を

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
表
面
を
ビ
ニ
ー
ル
加
工
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
少
々
の
汚
れ
な

ら
布
で
ふ
く
と
汚
れ
が
と
れ
ま
す
の

で
、
長
く
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
広
報
肱
川
、
農
事
放
送
に

つ
い
て
の
ご
意
見
等
が
あ
り
ま
し
た

ら
役
場
企
画
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

、T
O
し

こ
ん
な
と
き
こ
そ

検
察
審
査
会
へ

交
通
事
故
で
被
害
を
受
け
た
の
に
、

加
害
者
は
処
罰
さ
れ
な
か
っ
た
。

つ
ま
り
菩
察
、
検
察
庁
で
調
べ
を

し
た
が
、
不
起
訴
処
分
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。

広
報
つ
づ
り
を

全
戸
に
配
布

＇ヽ （・。
．．
 

乳
児
健
康
相
談

と

き

七

月

九

日

九
時
半
＼
―
一
時

肱
川
町
公
民
館

ど
こ
ろ

と
こ
ろ

担

当
と

き

七
月
五
日

九
時

1
十
六
時

肱
川
町
公
民
館

行
政
相
談
委
員

福

田

保

行

政

相

談

ど
う
し
て
も
な
っ

と
く
で
き
な
い
。

で
も
、
こ
れ
を
だ

れ
に
ど
う
し
て
も
ら

っ
た
ら
よ
い
か
判
ら

な
い
。こ
ん
な
と
き
ど
う

し
た
ら
よ
い
で
し
ょ

う
か
。検
察
審
査
会
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

交
通
事
故
だ
け
で
な
く
、
詐
欺
と

か
窃
盗
、
お
ど
し
な
ど
す
べ
て
の
犯

罪
に
つ
い
て
も
同
様
で
す
。

費
用
は
い
っ
さ
い
い
ら
ず
、
秘
密

は
守
ら
れ
ま
す
。

大
洲
検
察
審
査
会
は
、
大
洲
市
大

洲
八
四
五
松
山
地
方
裁
判
所
大
洲
支

部
内
（
電
話
、
大
洲
0
八
九
三
二
—

四
ー
ニ
0
三
八
）
に
あ
り
ま
す
。

遠
慮
な
く
相
談
に
お
い
で
く
だ
さ

、T
O＇ ,
I

I

I

I

I

I

I

I

 

ー
今
月
の
税
金

一
国
民
健
康
保
健
税
②

―
町
・
県
民
税
（

上

嵯

峨

谷

東

幾

次

郎

さ

ん

上
鹿
野
川

和
氣
満
保
さ
ん

ヶ

金

子

松

太

郎

さ

ん

ご
め
い
ふ
く
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す

協
生
影
地
山
槌 お
誕
生
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

世
帯
数

人

口

（
五
月
三
一
日
現
在
）

四、

0
六
三
人

男
二
、

0
一
六
人

女
二
、

0
四
七
人

-、

-
0九
世
帯

上
田
公
生
さ
ん

長
男
佳
治
ち
ゃ
ん

徳
山
清
記
さ
ん

長
女
数
子
ち
ゃ
ん

谷
本
孝
治
さ
ん

長
女
育
子
ち
ゃ
ん

上
鹿
野
川

中
岡
一
榮
さ
ん

長
男
哲
春
ち
ゃ
ん

人
の
動
き

◇心配ごと相談◇

、お気軽に相談所へ”

◎相談時閻

各相談日とも 9時～16時

◎相談場所

町公民館心配ごと相談室

（肱川町社会福祉協議会）

相談日

6月25日

7月5日

7月15日

7月25日

担当相談員

谷本、佐久保

山中、宮本、福田

都谷、蔵田

戒野、森本

相談員の自宅相談も受付けます


